
 

 

 

2021 年度の東ティモール指定募金 1,457,747 円を 3 月 31 日に日本 

ユニセフ協会へ送金しました。会員生協の事業所の募金箱や宅配事業 

の注文番号を使用した募金の呼びかけのほか、東ティモール産のコーヒーと 

ハーブティーを販売し、売り上げ収益金を募金する新たな活動を行いました。 

2022 年度も東ティモール指定募金＜110 万円＞を目標に取り組みます。 

 

 

県生協連２０２１年度の東ティモール指定募金１１０万円を 月  日に日

本ユニセフ協会へ送金しました。今年はコロナの影響によりハンド・イン・ハン

ド街頭募金などが実施できなかったことから、会員生協の共同購入注文書や事業

所の募金箱による活動のほか、東ティモール産のコーヒーを販売し、売り上げ収

益金を募金とする新たな活動に取り組みました。 

今後も引き続き現地の子どもたちを支援していきます。 

 

 

 

 

３月８日(火)北海道・東北地区の道県生協連名で、ロシアによるウクライナへの軍事 

侵攻中止と外交による平和的解決を求める緊急声明をロシア大使館へ提出しました。 

戦争行為はいかなる理由であろうと、決して容認できるものではありません。 

会員生協においても、既にウクライナ支援の緊急募金を始めています。 

緊急声明文はホームページでも公表し、翌日の秋田魁新報にも掲載されました。 

 

 

 

 

ご協力ありがとう 
ございました 

 

秋田県生協連ニュース ２０２２年３月３１日発行 第２２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインによる取り組みに加え 

署名用紙による活動も行い、会員生 

協の組合員や職員のご協力のもと、 

1,982 筆を集め 3 月 30 日に みやぎ 

生協・コープふくしまへ署名を提出 

しました。 

ご協力ありがとうございました。 
 

アルプス処理水海洋放出 
反対署名を提出しました 

 

 

 

 

3 月 25 日(金)会員生協の組合員と職員 7名

が、現地沖縄からの学習講演会を各自のパソ

コンやタブレットで視聴しました。琉球大学 

山口剛史教授、戦争体験者 平良啓子さんの話

を通して戦争の歴史と現状を学び、沖縄の諸

問題やこれからの平和について考える機会と

なりました。 

 

ピースアクション inオキナワ 
第３９回沖縄戦跡・基地めぐりを
オンラインで視聴しました 

 
オンラインで視聴しました 

山口教授 平良啓子さん 


